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P. 73，最後の行の「f(z) = z + c (c ∈ C)」から P. 74，2行目の「可換となる．」までを
以下のように訂正

f(z) = az + b (a, b ∈ C, a ̸= 0)

の形である．次回みるように（例題 15.1），ΓX の恒等写像以外の元は X̃(= C)内に固定点を
持たない．よって，ΓX の元は上の f の形で a = 1でなければならない．つまり，z 7→ z+ b

の形の変換のみからなる．このような変換どうしは明らかに可換であるから，ΓX 可換に
なる．


